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■ ソルベンシー・マージン比率は、海外金利上昇に伴う外貨建債券の含み損の

拡大を主因に低下

１．決算のポイント
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■ ２０２３年度上半期決算は、減収・減益

■ 保険料等収入は、個人保険・個人年金保険の保有契約の減少により減収

■ 基礎利益は、新型コロナウイルス感染症に係る給付金支払の減少により

危険差益が増加したものの、為替ヘッジコストの増加による利差損の拡大等

により減益



保険料等収入

基礎利益 102 84 ▲ 17.5

利差損益 ▲ 76 ▲ 211 ▲ 178.4

費差損益 26 8 ▲ 67.0

危険差益 151 287 ＋ 89.7

（単位：億円、％）

（億円）
基礎利益

（億円）

■保険料等収入は、個人保険・個人年金保険の保有契約の減少により、前年同期比2.0％減の4,051億円。

■基礎利益は、新型コロナウイルス感染症に係る給付金支払の減少により危険差益が増加したものの、

為替ヘッジコストの増加による利差損の拡大等により、前年同期比17.5％減の84億円。

２．収支の状況
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区 分
2022年度
上 半 期

2023年度
上 半 期 前年同期比

増 減 率

保険料等収入 4,136 4,051 ▲ 2.0
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（注）定義見直し後の基準にて算出



３．新契約の状況〔個人保険＋個人年金保険〕
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区 分
2022年度
上 半 期

2023年度
上 半 期 前年同期比

増 減 率

新契約件数 69 73 ＋ 6.6

新契約高 3,642 3,802 ＋ 4.4

新契約年換算保険料 161 183 ＋ 13.7

（単位：千件、億円、％）

（注）新契約件数は、新契約に転換後契約を加えた数値
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■新契約年換算保険料は、主力商品「大樹セレクト」の販売増加により、前年同期比13.7％増の183億円。



■保有契約年換算保険料は、前年度末比1.5%増の5,140億円。

４．保有契約の状況〔個人保険＋個人年金保険〕
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区 分 2022年度末
2023年度
上半期末 前年度末比

増 減 率

保有契約件数 2,549 2,526 ▲ 0.9

保有契約高 165,415 163,379 ▲ 1.2

保有契約年換算保険料 5,065 5,140 ＋ 1.5

（単位：千件、億円、％）
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区 分 2022年度末
2023年度
上半期末 前年度末比

増 減 率

団体保険（保有契約高） 110,633 109,681 ▲ 0.9

団体年金保険（保有契約高） 6,615 6,636 ＋ 0.3

一般勘定 5,408 5,357 ▲ 0.9

特別勘定 1,206 1,278 ＋ 5.9

５．保有契約の状況〔団体保険・団体年金保険〕
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■団体保険（保有契約高）は、団体信用生命保険の保有が増加した一方、団体定期保険の保有が減少したこと

により、前年度末比0.9％減の10兆9,681億円。

（単位：億円、％）

（注）団体年金保険（保有契約高）は、責任準備金の金額
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６．損益計算書・貸借対照表・健全性

■経常利益は、基礎利益、キャピタル損益および臨時損益の減少により、前年同期比58.5％減の47億円。

■中間純利益は、経常利益の減少により、40億円の中間純損失。

■ソルベンシー・マージン比率は、海外金利上昇に伴う外貨建債券の含み損の拡大を主因に、前年度末から

89.2ポイント低下の765.1％。

区 分
2022年度
上半期

2023年度
上半期 前年同期比

増 減 率

経常収益 6,344 6,892 ＋ 8.6

保険料等収入 4,136 4,051 ▲ 2.0

資産運用収益 2,146 2,781 ＋ 29.6

経常費用 6,229 6,844 ＋ 9.9

保険金等支払金 4,410 3,532 ▲ 19.9

資産運用費用 784 977 ＋ 24.6

事業費 431 441 ＋ 2.4

経常利益 114 47 ▲58.5

中間純利益又は中間純損失（▲） 45 ▲ 40 ―

<損益計算書> （単位：億円、％）

区 分 2022年度末
2023年度
上半期末 前年度末比

増 減 額

有価証券 1,349 ▲ 587 ▲ 1,936

国内公社債 840 ▲ 747 ▲ 1,588

国内株式 2,262 3,135 ＋ 873

外国証券 ▲ 1,722 ▲ 2,947 ▲ 1,224

その他 ▲ 29 ▲ 26 ＋ 2

<有価証券 含み損益> （単位：億円）

（注）市場価格のない株式等および組合等は除いて算出

区 分 2022年度末
2023年度
上半期末 前年度末比

増 減 率

総資産 76,401 78,437 ＋ 2.7

有価証券 58,889 60,994 ＋ 3.6

貸付金 9,013 8,924 ▲ 1.0

有形固定資産 1,243 1,234 ▲ 0.7

負債 72,664 74,725 ＋ 2.8

保険契約準備金 65,537 67,269 ＋ 2.6

責任準備金 64,752 66,512 ＋ 2.7

<賃借対照表・健全性>

純資産 3,737 3,712 ▲ 0.7

ソルベンシー・マージン比率 854.3% 765.1% ▲ 89.2ポイント＊

実質純資産額 8,134 6,165 ▲ 24.2

実質純資産比率 10.9％ 8.1％ ▲ 2.8ポイント＊

（注１） * のポイントは前年度末との差
（注２） 「実質純資産比率」＝「実質純資産額」÷「一般勘定資産」

（単位：億円、％）

6


